
嶋　軽貨物運送業で躍進中の牧田社長。

独立前は、お酒の配送を専門に行う運送

会社にお勤めだったそうですね。

牧田　はい。約 15 年間勤めました。そ

の中で、ドライバー、配車・運行管理、

倉庫・発注業務、マネジメントなど、物

流に関わるさまざまな業務を担当しまし

た。現在当社では、私がこれまでに培っ

てきた“技術・知識・考え方”を生かし

て、ルート配送をメインに請け負ってい

ます。前職では下請けの方々に仕事を依

頼する立場でしたが、今は当社がその下

請けの役割を担っています。

嶋　発注側と受注側、両方の立場を経験

されているのは大きな強みですよね。会

社として、大切にされていることは何で

しょうか？

牧田　当社のモットーは、「誰でも運べ

る時代だからこそ、大切に届ける」です。

お客様の中には「代わりはいくらでもい

る」と考える方もいますが、それは裏を

返せば、誠実に仕事をして信頼を得られ

れば、新しい仕事を任せていただけると

いうことでもあります。だからこそ、私

たちは“ドライバーの質”“配送の質”

に徹底的にこだわっています。

嶋　私も以前、飲食店を経営していたこ

とがあるのですが、飲料をただ置いてい

くだけでなく、下に新聞紙を敷いてくれ

るなど、ドライバーさんの心遣いがある

と本当に嬉しかったのを覚えています。

そうした人の温かさが感じられる丁寧な

仕事には、やはり心を動かされますね。

牧田　当社でも、その視点を大切にして

います。業界全体でDXが進む昨今です

が、受け手が人である以上は、「人間関

係がすべて」だと思っています。丁寧で

誠実な仕事を土台に、良い人間関係を生

み出すことが利益や生産性の向上にもつ

ながる、私はそう信じているんです。

嶋　信頼を糧に着実に事業を成長させよ

うとしている姿勢が素敵だと思います。

今後の展望についてはいかがですか？

牧田　社名の「センチュリオン」は、古

代ローマ軍の“百人隊長”という意味な

んです。ですから、まずは 100 台の車両

を保有する会社を目標にしています。ま

た、もう 1つ別の意味もあります。社員

一人ひとりには、家族や仲間、親戚など、

大体 100 人くらいは関わっている人がい

ると思うんです。当社のスタッフには、

その 100 人を元気づけたり、引っ張って

いけるような存在になってほしい。そん

な願いも込めています。私たちはこれか

らも、お客様から「任せて良かった」と

お喜びいただけるサービスをご提供して

いきます。ルート配送のご要望がござい

ましたら、ぜひ当社へお声がけください。

誰でも運べる時代に、品質で差をつける
信頼を糧に成長する軽貨物運送会社

嶋 大輔（タレント）
私は、大きな目標を達成するためには、
まず目の前の課題を一つひとつ着実にク
リアしていくことが大切だと考えていま
す。お話をうかがって、牧田社長も同じ
思いを持っていると感じました。初心を
忘れず、実直に歩み続ければその先には
大きな成功が待っているはずです！
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代表取締役社長

牧田 直
酒類の配送を専門とする運送会社で約 15 年間勤務。ド
ライバーとして現場を経験した後、配車・運行管理、倉庫・
発注業務、マネジメントまで幅広く担当し、経験を積む。
自らの理想とする物流サービスを実現するため、令和 7
年7月7日に（株）センチュリオンロジスティクスを設立。
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